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一般会計補正予算を審議

Sakuragawa City Council

68No.
第 2回定例会号

令和４年８月１日

当市ホームページの
市議会情報ページへ
アクセスできます。

令和４年度市議会
だより

さ
く
ら
が
わ

さ
く
ら
が
わ坂東三十三観音の二十四番札所である雨引山楽法寺。中心となる雨引観音本堂（茨城県指定文化財）

は、宝永7年（1710）に、羽黒の大工棟梁、桜井瀬左衛門安信が完成させました。中でも須
しゅみだん

弥壇（建
物の内部中央で本尊を安置する台）に施された袈裟形の彫刻は他に類例がなく見所です。
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一
般議案に

　

　
対する議 案 審 議

　令和４年第２回定例会は、6月１　令和４年第２回定例会は、6月１
４日から１７日までの会期で開催さ４日から１７日までの会期で開催さ
れ、多岐にわたり審議が行われましれ、多岐にわたり審議が行われまし
た。その中から、主な質疑を掲載した。その中から、主な質疑を掲載し
ます。ます。

電
磁
波
照
射
か
ら
一
定
期
間
を

空
け
て
、
2
度
目
の
電
磁
波
を

照
射
し
、
2
回
分
デ
ー
タ
の
差

分
解
析
を
お
こ
な
う
こ
と
で
、

精
度
を
高
め
、
水
道
管
路
5
段

階
漏
水
リ
ス
ク
分
析
を
お
こ
な

い
、
漏
水
リ
ス
ク
箇
所
に
対
し

5
段
階
の
色
別
表
示
を
行
い
ま

ど
の
よ
う
な
原
理
で
、
人

工
衛
星
で
「
水
道
管
の
漏

水
」
を
見
つ
け
る
の
か

問　
私
は
、
宇
宙
か
ら
地
面
下

に
あ
る
水
道
管
の
検
査
が
で
き

る
と
い
う
原
理
が
、
ま
っ
た
く

わ
か
り
ま
せ
ん
。
上
下
水
道
部

が
、
わ
か
っ
て
い
る
範
囲
で
結

構
で
す
か
ら
、
そ
の
原
理
の
説

明
を
お
願
い
し
ま
す
。

答　
今
回
の
調
査
衛
星
は
、
Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ
「
だ
い
ち
2
号
」
を
使

用
す
る
予
定
で
す
。
衛
星
か
ら

画
像
撮
影
と
電
磁
波
の
照
射
を

行
い
ま
す
。
衛
星
か
ら
照
射
さ

れ
る
電
磁
波
は
、
天
候
、
昼
夜

に
関
係
な
く
、
地
下
約
３
・
0

メ
ー
ト
ル
ま
で
浸
透
し
ま
す
。

こ
の
電
磁
波
は
水
道
水
に
含
ま

れ
て
い
る
塩
基
成
分
（
炭
酸
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
・
カ
リ
ウ
ム
等
）

に
反
応
し
、
衛
星
に
反
射
す
る

電
磁
波
が
非
水
道
水
と
は
違
う

反
射
を
し
ま
す
。
そ
の
違
い
を

Ａ
Ｉ
に
よ
り
解
析
し
、
漏
水
の

疑
い
の
あ
る
水
道
管
漏
水
可
能

性
エ
リ
ア
を
特
定
し
、
管
路
を

色
付
け
し
ま
す
。

　

他
の
自
治
体
で
は
１
度
だ
け

の
電
磁
照
射
解
析
の
と
こ
ろ
、

本
市
に
お
い
て
は
、
1
度
目
の

人口衛星を用いた調査のイメージ

す
。
検
知
終
了
後
に
は
、
現
地

音
聴
を
お
こ
な
い
、
漏
水
箇
所

を
特
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

※
予
算
は
、２
，０
０
０
万
円
で
、

財
源
は
全
額
、
国
の
交
付
金
と

な
り
ま
す
。

衛星画像解析では、水道水と非水道水で反射特性が違うので検出が可能

1. 衛星で特定エリアの画像撮影

2. 衛星から電磁波を放射

3. 電磁波が湿った地上で反射

4. 水道水は非水道水とは異なる
反射特性

5. 地理空間画像で反射特性を解析し
て漏水を識別

非水道水
水道水
浄水場

地中まで監視

地表ビュー

地下ビュー

感
謝
状

こ
の
度
、
全
国
市
議
会
議

長
会
か
ら
、
小
高
友
徳
議

長
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
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第２回定例会（6月14日〜6月17日）審議された議案と結果
専決処分
令和３年度一般会計補正予算（第１４号） 承認

令和３年度国民健康保険特別会計補正予算（第３
号） 承認

令和４年度一般会計補正予算（第１号） 承認

介護保険条例の一部改正 承認

税条例等の一部改正 承認

国民健康保険税条例の一部改正 承認

和解及び損害賠償の額の決定 承認

その他
令和３年度一般会計繰越明許費繰越計算書 報告
令和３年度一般会計継続費繰越計算書 報告
令和３年度一般会計事故繰越し繰越計算書 報告
令和３年度下水道事業会計予算繰越計算書 報告
和解及び損害賠償の額を定めることの専決処分事
項の報告 報告

合併市町村幹線道路緊急整備支援事業支援対象道
路の整備に関する令和４年度委託契約 可決

市道路線の廃止 可決
市道路線の認定 可決
市営県単土地改良事業の施行 可決

条例の改正
市議会議員及び長の選挙における選挙運動用自動
車の使用及び選挙運動用ポスターの作成の公費負
担に関する条例の一部改正

可決

工場立地法地域準則条例の一部改正 可決

公園条例の一部改正 可決

請願・陳情
桜川市公共施設個別計画における公民館取り壊し
事業の市行政手続きの適正性に関する陳情 不採択

「水田活用の直接支払交付金」の見直しを中止し、
すべての農家経営への支援策強化を求める請願 採択

補正予算
令和４年度一般会計補正予算（第２号） 可決

令和４年度一般会計補正予算（第２号）の修正案 否決

令和４年度国民健康保険特別会計補正予算（第１
号） 可決

令和４年度水道事業会計補正予算（第１号） 可決

議員提出議案
市議会委員会条例の一部改正 可決
女性トイレの維持及びその安心安全の確保を求め
る意見書 可決

水田活用の直接支払交付金の見直しに対する意見
書 可決

年４回（３・６・９・12月）
の定例会や臨時会の議会映
像は、市議会ホームページ
（Youtube）で配信します。

市議会ホームページで
市議会の映像を視聴できます！

市議会ホームページの【議会

録画（映像）】から視聴でき

ます。

『桜川市議会』で検索

ここをクリック
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県
道
横
塚
真
壁
線

か
ら
下
谷
貝
地
区

及
び
、
前
原
十
字
路
南
側

の
バ
イ
パ
ス
化
の
開
通
見

込
み
に
つ
い
て
伺
う
。

建
設
部
長　
県
道

横
塚
真
壁
線
か
ら

下
谷
貝
地
区
ま
で
の
区
間

は
、
小
学
校
の
通
学
路
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
先
行

し
て
現
道
の
東
側
で
整
備

が
進
め
ら
れ
、
現
在
路
線

線
形
が
確
定
し
、
用
地
買

収
と
と
も
に
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
に
は
延

長
60
ｍ
の
工
事
が
完
了
し
、

令
和
４
年
度
に
は
延
長
１

６
０
ｍ
の
工
事
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

県
道
東
山
田

　
　
岩
瀬
線
に
つ
い
て

飯島洋省 議員

　

用
地
取
得
が
難
航
し
て

い
る
箇
所
も
あ
り
、
完
成

の
予
定
は
決
ま
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
県
に
お
い
て
も

重
点
的
に
整
備
を
行
う
路

線
と
し
て
取
り
組
ん
で
頂

い
て
い
ま
す
。
前
原
十
字

路
か
ら
南
側
に
つ
い
て
は
、

そ
の
後
整
備
に
入
る
こ
と

に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

引
き
続
き
国
・
県
へ
さ

ら
な
る
整
備
促
進
の
、
要

望
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、

県
と
協
力
し
な
が
ら
、
地

権
者
交
渉
や
地
域
住
民
へ

理
解
と
協
力
を
得
ら
れ
る

よ
う
に
働
き
か
け
、
早
期

の
バ
イ
パ
ス
開
通
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

空
き
家
活
用
促
進

へ
の
意
向
調
査

今
後
の
ま
ち
づ
く

り
の
中
で
も
重
要

な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
こ

の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、

市
が
仲
介
役
と
な
り
、
民

間
と
一
緒
に
な
っ
て
進
め

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ

れ
ま
で
の
所
有
者
に
対
す

る
意
向
調
査
の
実
施
状
況

の
説
明
と
、
今
後
、
最
新

の
意
向
調
査
を
行
い
、
需

要
と
結
び
つ
け
る
積
極
的

な
取
組
を
行
っ
て
頂
き
た

い
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

建
設
部
長　
空
き

家
活
用
促
進
の
た

め
の
所
有
者
に
対
す
る
意

向
調
査
実
施
要
望
に
つ
い

て
で
す
が
、
桜
川
市
で
は

意
向
調
査
を
平
成
28
年
度

に
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
改
定
す
る
「
空
き
家

等
対
策
計
画
」
の
推
進
協

議
会
に
は
、
県
宅
建
業
協

会
や
建
築
士
会
の
方
々
が

委
員
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
そ
れ
ら
の
団
体
と

連
携
を
取
り
、「
意
向
調

査
の
再
実
施
」
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
市
財
政
状
況
と
今
後
の
見

通
し

・
産
品
セ
ー
ル
ス
窓
口
の
一

元
化

８人の議員が一般質問を行いました

菊池伸浩 議員

国
が
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
・
カ
ー
ド
の

導
入
を
は
じ
め
て
か
ら
、

7
年
で
す
。マ
イ
ナ・カ
ー

ド
の
普
及
率
を
伺
い
ま

す
。 

国
は
、
ポ
イ
ン
ト
を

さ
ら
に
増
や
す
な
ど
し
て
、

普
及
に
血
眼
で
す
。
そ
の

圧
力
に
押
さ
れ
て
、
市
が

一
生
懸
命
な
の
は
、
理
解

で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、マ
イ
ナ・カ
ー

ド
を
作
る
か
、
作
ら
な
い

か
は
、市
民
の
判
断
で
す
。

特
に
、
高
齢
者
は
「
作
っ

て
み
た
ら
、
な
ん
の
活
用

法
も
メ
リ
ッ
ト
も
な
か
っ

た
」
と
い
う
声
を
聞
き
ま

す
。
90
歳
に
な
る
婦
人
か

ら
、
こ
ん
な
話
を
き
き
ま

し
た
。「
市
か
ら
、
何
回

も
働
き
か
け
も
あ
り
、
市

役
所
職
員
の
顔
を
た
て
る

た
め
も
あ
り
、
カ
ー
ド
を

作
っ
て
き
た
。
し
か
し
、

作
っ
て
み
た
ら
、
な
ん
の

利
用
価
値
も
な
い
の
が
わ

か
っ
た
。
こ
ん
な
も
の
作

ら
な
い
方
が
よ
か
っ
た
。」

　
私
は
、
現
在
地
で
終
活

を
迎
え
る
人
に
は
、
カ
ー

ド
は
使
う
こ
と
が
な
い

と
、
考
え
ま
す
。
特
に
、

高
齢
者
に
は
、
執
拗
な
、

作
成
の
働
き
か
け
を
す
る

こ
と
は
や
め
て
ほ
し
い
。

私
も
、
現
状
で
は
作
る

必
要
性
は
感
じ
ま
せ
ん
。

作
っ
て
心
配
す
る
の
は
、

カ
ー
ド
の
紛
失
と
情
報
漏

洩
で
す
。

　
高
齢
者
に
は
、
何
回
も

働
き
か
け
る
こ
と
は
、「
有

り
難
迷
惑
」
で
す
。
お
し

つ
け
に
な
ら
な
い
よ
う
対

応
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
生
活
部
長　

県
内
の
交
付
率

は
、
一
番
低
い
の
は
河
内

町
で
30
％
、
一
番
高
い
の

は
五
霞
町
で
63
％
、
桜
川

市
は
32
％
で
す
。
カ
ー
ド

は
、
身
分
証
明
書
、
役
所

が
閉
庁
時
で
も
コ
ン
ビ
ニ

で
も
使
え
ま
す
。
紛
失
時

の
対
策
も
、
情
報
漏
洩
時

に
も
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

は
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
機
能
を
も

つ
カ
ー
ド
で
す
が
、
そ
の

作
成
は
任
意
で
あ
り
、
市

民
の
申
請
に
よ
っ
て
作
る

も
の
で
す
。
本
人
の
納
得

の
う
え
で
作
成
す
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
へ
の
マ
イ
ナ
・

カ
ー
ド
普
及
に
つ
い
て

マイナンバーカード
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建
設
部
長　
障
害

の
あ
る
人
、
高
齢

者
な
ど
の
全
て
の
人
が
さ

ら
に
利
用
し
や
す
い
交
通

体
系
の
構
築
に
向
け
、
公

共
交
通
会
議
の
中
に
お
い

て
改
善
を
図
り
ま
す
。

今
後
の
樺
穂
、
谷

貝
地
区
の
学
校
再

編
に
伴
い
、
通
学
用
支
援

バ
ス
と
し
て
活
用
す
る
方

法
が
あ
る
が
、
市
の
考
え

を
伺
う
。建

設
部
長　
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
Ｇ
Ｏ
ミ
ニ

は
、
利
用
状
況
を
分
析
し
、

交
通
会
議
で
審
議
を
い
た

だ
き
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

女
性
支
援
新
法

支
援
新
法
成
立
の

今
後
に
つ
い
て
の

内
容
を
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長

女
性
が
Ｄ
Ｖ
や

市村　香 議員

市
の
公
共
交
通
網

に
は
３
通
り
の
運

行
が
あ
る
。
市
民
の
要
望

に
応
え
る
よ
う
見
直
し
を

す
る
時
期
か
と
考
え
、
総

合
的
な
改
善
に
つ
い
て
伺

う
。

建
設
部
長　
令
和

４
年
3
月
に
新
た

な
地
域
公
共
交
通
計
画
を

定
め
て
お
り
、
現
在
そ
の

計
画
に
基
づ
き
事
業
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

障
害
の
あ
る
方
の

利
用
で
、
夕
方
の

便
に
間
に
合
わ
ず
、
母
親

が
筑
波
山
口
ま
で
迎
え
に

行
っ
て
い
る
と
聞
く
、
今

後
の
ダ
イ
ヤ
会
議
で
検
討

を
お
願
い
し
た
い
が
伺
う
。

桜
川
市
の
公
共
交
通
網

の
整
備
に
つ
い
て

国
や
県
に
、
部
活

動
改
革
の
動
き
が

あ
る
。
そ
の
問
題
点
と
課

題
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　
ス
ポ
ー

ツ
庁
か
ら
、「
休

日
の
運
動
部
活
動
を
、
令

和
７
年
度
末
ま
で
に
、
段

階
的
に
地
域
移
行
す
る
」

方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
市
は
検
討
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
推
進
計
画

を
策
定
し
ま
す
。

地
域
移
行
の
理
由

と
問
題
点
は
何
か
。

教
育
長　
中
学
校

の
教
職
員
の
長
時

間
労
働
の
一
因
が
、
部
活

指
導
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
地
域
移
行
に
は

変
わ
る
部
活
動

�

そ
の
課
題

林　悦子議員

問
題
点
も
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
な
ど
、
指
導
者
が
豊
富

な
都
市
部
と
異
な
り
、
本

市
で
は
、
指
導
者
の
確
保

や
管
理
責
任
の
所
在
が
難

し
く
な
る
こ
と
。
ま
た
、

活
動
場
所
が
学
校
で
な
く

な
れ
ば
、
送
迎
な
ど
人
的
、

時
間
的
、
金
銭
的
負
担
が

生
じ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

部
活
動
の
教
育
的

意
義
に
つ
い
て
。

教
育
長　
部
活
動

は
、
学
校
教
育
の

一
環
と
し
て
、
様
々
な
成

果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。

学
年
、
学
級
の
枠
を
超
え
、

自
主
的
に
集
ま
っ
た
生
徒

が
、
顧
問
の
指
導
下
、
目

標
を
持
ち
、
切
磋
琢
磨
し
、

社
会
性
や
豊
か
な
人
間
性

を
養
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

更
に
、
部
活
を
通
し
て
成

長
し
、
自
己
肯
定
感
を

持
っ
て
、
進
路
決
定
へ
進

む
。
生
徒
に
と
っ
て
は
生

活
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ

り
、
大
人
に
な
っ
て
も
続

く
仲
間
は
、
人
生
の
宝
で

す
。
こ
の
意
義
を
見
失
う

こ
と
の
な
い
よ
う
、
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

教
員
の
長
時
間
労

働
の
原
因
は
他
に

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
部
長　
小
学

校
に
お
け
る
英
語

必
修
化
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
・

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
、
そ
の
準
備

や
評
価
、
保
護
者
へ
の
対

応
な
ど
。
更
に
、
国
へ
の

報
告
物
が
一
日
平
均
４
～

５
件
あ
り
、
負
担
と
な
っ

て
い
ま
す
。

都
会
に
住
む
政
官

財
の
子
弟
は
、
殆

ど
が
私
立
中
高
一
貫
校
に

通
学
し
、
部
活
改
革
の
対

象
外
。
こ
れ
は
教
育
の
二

重
基
準
で
、
地
域
格
差
・

経
済
格
差
が
広
が
る
。
桜

川
市
は
、
教
職
員
に
部
活

動
手
当
を
支
給
す
る
な
ど
、

独
自
の
対
策
も
目
指
し
て

ほ
し
い
。市

長　
今
後
検
討

し
ま
す
。

性
暴
力
の
被
害
、
貧
困
と

い
っ
た
問
題
を
抱
え
る
女

性
の
自
立
に
向
け
た
公
的

支
援
を
強
化
す
る
た
め
の

法
案
で
す
。

　

市
町
村
は
県
が
策
定
し

た
基
本
計
画
を
勘
案
し
て

市
町
村
計
画
を
定
め
る
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策

若
い
家
族
が
感
染

し
、
３
週
間
の
隔

離
期
間
の
中
、
生
活
物
資
、

食
料
品
等
が
不
足
し
苦
労

し
た
と
聞
く
、
第
７
波
に

向
け
て
の
行
政
の
支
援
体

制
を
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

１
人
３
日
分
相
当

の
食
料
品
を
自
宅
に
配
送

支
援
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
第
７
波
に
備
え
ま
し
て
、

自
宅
で
安
心
し
て
療
養
さ

れ
る
よ
う
支
援
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
桜
川
市
消
防
体
制
に
つ
い

て
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ま
ち
づ
く
り
は
、

市
民
の
生
活
が
第

一
で
す
。
生
活
基
盤
で
あ

る
雇
用
創
出
へ
の
対
策
、

事
業
者
の
経
営
安
定
を
支

え
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
う
。

総
合
戦
略
部
長　

雇
用
創
出
や
事

業
者
支
援
の
た
め
、
桜
川

市
産
業
立
地
及
び
雇
用
の

創
出
に
関
す
る
条
例
等
を

制
定
し
、
企
業
誘
致
等
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
結

果
と
し
て
、
令
和
2
年
か

ら
5
件
の
申
請
が
あ
り
ま

し
た
。
2
件
は
製
造
業
以

外
の
業
種
で
す
。
こ
の
よ

う
に
、
製
造
業
以
外
の
農

業
や
飲
食
業
、
医
療
、
福

祉
な
ど
の
業
種
か
ら
倉
庫
、

店
舗
な
ど
の
事
業
に
関
す

る
施
設
全
般
を
対
象
に
し

て
い
ま
す
。

児
童
生
徒
の
安
全

と
市
道
整
備

学
校
再
編
に
よ
り

拡
張
し
た
通
学
路

の
安
全
確
保
、
整
備
状
況
、

に
つ
い
て
伺
う
。

建
設
部
長　
広
域

的
な
通
学
路
の
整

備
と
し
て
は
、
桃
山
学
園

通
学
路
、
坂
戸
小
、
岩
瀬

西
中
通
学
路
の
整
備
を
し

て
い
ま
す
。
尚
、
交
通
安

全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き

通
学
路
安
全
対
策
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
区

か
ら
の
要
望
に
つ
い
て
は
、

緊
急
性
、
危
険
性
等
状
況

を
確
認
し
順
次
対
応
し
て

い
ま
す
。

暮
ら
し
や
す
い

�

ま
ち
づ
く
り

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
長

期
化
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機

に
よ
り
、
食
材
等
の
原
材

料
価
格
が
値
上
が
り
し
て

い
る
。
学
校
給
食
の
食
材

費
と
予
算
の
バ
ラ
ン
ス
等

を
含
め
た
今
後
の
見
通
し

に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　
令
和

４
年
度
予
算
を
積

算
し
た
時
点
で
は
、
天
候

不
順
に
よ
る
小
麦
の
高
騰

と
一
部
野
菜
の
高
騰
、
油

の
値
上
げ
の
情
報
は
承
知

し
て
い
ま
し
た
が
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
情
勢
に
よ
る
価
格

高
騰
は
見
込
ん
で
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
後
値
上
げ

を
予
定
し
て
い
る
食
材
も 萩原剛志議員

あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
食

材
料
費
不
足
に
よ
り
学
校

給
食
で
必
要
な
摂
取
基
準

を
満
た
せ
な
く
な
っ
て
し

ま
う
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。

関
係
各
課
と
適
宜
協
議
を

行
い
適
切
な
対
応
を
行
う

考
え
で
す
。

内
閣
府
の
「
令
和

４
年
度
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
の
取
扱
い
に
つ
い

て
」
に
お
い
て
、
物
価
高

騰
に
伴
う
学
校
給
食
等
に

関
す
る
負
担
軽
減
と
い
う

項
目
が
追
加
さ
れ
た
。
物

価
高
騰
に
よ
る
給
食
費
値

上
げ
を
抑
え
る
た
め
、
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活

用
す
べ
き
と
考
え
る
が
市

の
見
解
を
伺
う
。

市
長
公
室
長　

国

で
は
、
学
校
給
食

等
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
栄
養
の
バ

ラ
ン
ス
や
量
を
保
っ
た
学

校
給
食
が
実
施
さ
れ
る
よ

う
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

を
拡
充
活
用
し
、
物
価
高

騰
に
直
面
す
る
保
護
者
の

負
担
軽
減
に
向
け
た
自
治

体
の
取
り
組
み
を
強
力
に

促
し
、
必
要
な
支
援
を
迅

速
に
行
う
と
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
本
市
に
お
い
て

も
、
物
価
高
騰
に
よ
る
食

材
費
の
値
上
げ
な
ど
に
対

応
す
べ
く
、
子
育
て
世
代

の
経
済
負
担
の
軽
減
を
図

る
た
め
、
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
の
活
用
を
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
構
想

に
関
す
る
取
り
組
み
の
推

進
に
つ
い
て

・
桜
川
市
の
ご
み
袋
に
つ
い

て
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環

促
進
法
の
施
行
に
伴
う
桜

川
市
の
対
策
に
つ
い
て

物
価
高
騰
等
に
対
す
る

地
方
創
生
交
付
金
の
取
扱
い

「
元
気
な
ま
ち
」

桜
川
実
現
に
む
け

て
の
職
員
育
成

全
国
的
に
人
口
減

少
と
少
子
高
齢
化

が
進
む
中「
元
気
な
桜
川
」

に
向
け
、
ど
の
様
に
職
員

を
育
て
て
い
る
か
。
採
用

時
に
は
、
ど
の
様
な
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
か
。
ま

た
女
性
が
活
躍
で
き
る
職

場
・
管
理
職
へ
の
登
用
・

専
門
性
を
求
め
ら
れ
る
職

場
の
配
置
転
換
に
つ
い
て

伺
う
。

市
長
公
室
長　
市

民
に
公
平
に
接
し
、

信
頼
さ
れ
迅
速
に
行
動
の

で
き
る
人
材
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
の
女

性
職
員
の
管
理
職
は
28
％

で
す
。
令
和
8
年
ま
で
に

は
、
政
府
が
制
定
し
た

30
％
と
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。
専
門
性

を
有
す
る
業
務
は
必
要
数

に
達
し
て
い
な
い
職
種
も

あ
り
ま
す
。
配
置
転
換
等

を
図
り
公
務
に
専
念
で
き

る
職
場
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
い
き
ま
す
。
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通
学
路
の
横
断
歩

道
や
路
面
標
示
等

が
薄
く
な
り
、
車
が
停
止

や
徐
行
運
転
を
せ
ず
、
速

度
が
速
い
ま
ま
通
行
し
て

危
険
な
場
所
が
見
受
け
ら

れ
る
。
修
繕
は
申
請
か
ら

工
事
実
施
ま
で
ど
の
程
度

時
間
が
必
要
か
。
ま
た
、

注
意
喚
起
の
為
の
路
面
標

示
の
修
繕
に
つ
い
て
対
応

方
針
を
伺
う
。

建
設
部
長　
道
路

標
示
は
、
県
公
安

委
員
会
が
管
理
す
る
一
時

停
止
等
特
定
の
通
行
方
法

を
制
限
・
指
定
す
る
規
制

標
示
や
停
止
線
・
横
断
歩

道
等
の
指
示
標
示
、国・県・

市
町
村
等
の
道
路
管
理
者

通
学
路
の

安
全
確
保
に
つ
い
て

中田拓也 議員

が
管
理
す
る
区
画
線
等
が

あ
り
ま
す
。
今
回
ご
指
摘

の
も
の
は
県
公
安
委
員
会

の
所
管
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

市
に
は
道
路
に
関
す
る

様
々
な
陳
情
、
要
望
が
寄

せ
ら
れ
、
路
面
標
示
の
修

繕
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

市
で
は
ま
ず
現
地
確
認
を

行
い
、
警
察
管
理
の
場
合
、

警
察
署
へ
要
望
書
を
提
出

し
て
、
県
公
安
委
員
会
の

対
応
を
促
す
流
れ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
例
年
概
ね
1
、

2
回
程
度
の
施
工
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
桜
川
市
通
学

路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
平
成
27
年
２
月
に
策
定

し
、
教
育
委
員
会
、
学
校
、

警
察
、
市
等
が
合
同
で
通

学
路
の
点
検
を
毎
年
実
施

し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

各
管
理
者
が
歩
道
や
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
の
整
備
、
水
路

等
危
険
箇
所
の
安
全
対
策
、

路
面
標
示
、
防
犯
灯
、
注

意
喚
起
看
板
等
の
設
置
を

各
所
管
に
て
、
通
年
で
対

処
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

公
安
委
員
会
が
施

工
す
る
以
外
に
も
、

例
え
ば
市
の
裁
量
で
危
険

性
の
あ
る
路
面
標
示
に
対

し
て
、
直
接
補
修
す
る
こ

と
は
可
能
か
。

建
設
部
長　
薄
く

な
っ
た
路
面
の
セ

ン
タ
ー
ラ
イ
ン
・
外
側
線

等
の
道
路
管
理
者
が
対
応

す
べ
き
も
の
は
、
ま
ず
現

地
確
認
を
行
い
、
国
・
県

道
に
対
し
て
は
管
理
者
の

対
応
を
促
し
ま
す
が
、
市

道
に
関
し
て
は
道
路
管
理

者
と
し
て
緊
急
対
応
を
除

き
、
概
ね
年
に
2
、
3
回

程
度
修
繕
を
行
っ
て
い
ま

す
。
県
公
安
委
員
会
が
管

理
す
る
路
面
標
示
の
補
修

も
含
ま
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
安
全
確
保
の

為
に
管
理
者
と
協
議
の
上
、

直
接
施
工
す
る
場
合
も
あ

り
、
令
和
２
年
度
で
８
か

所
、
令
和
３
年
度
で
９
か

所
の
実
施
実
績
が
あ
り
ま

す
。

開
院
後
、
５
年
を

経
過
し
よ
う
と
し

て
い
る
が
、
外
来
患
者
数
、

入
院
患
者
数
と
も
に
、
目

標
の
６
割
程
度
で
あ
る
。

目
標
を
下
回
ま
わ
っ
て
い

る
理
由
は
何
か
。
ま
た
、

病
院
事
業
に
は
６
億
円
弱

を
一
般
会
計
か
ら
負
担
し

て
い
る
の
に
対
し
、
水
道

事
業
に
は
赤
字
補
て
ん
の

１
億
円
程
度
し
か
負
担
し

て
い
な
い
。
こ
れ
は
バ
ラ

ン
ス
が
取
れ
て
い
な
い
が

ど
う
考
え
る
か
。

保
健
福
祉
部
長　

令
和
２
年
度
の
外

来
患
者
数
は
、
目
標
の
３

６
５
人
に
対
し
、
実
績
は

２
０
４
人
で
56
％
で
す
。

さ
く
ら
が
わ
医
療

�

セ
ン
タ
ー
の
経
営

川股　隆 議員

入
院
患
者
も
コ
ロ
ナ
対
策

や
整
形
外
科
医
の
退
職
な

ど
の
影
響
に
よ
り
、
夜
間
、

休
日
の
受
け
入
れ
が
難
し

い
こ
と
か
ら
、
目
標
を
下

回
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
か
ら
の
負
担
は
、

負
担
金
と
合
併
特
例
債
の

元
利
償
還
が
あ
る
が
、
開

院
後
、
10
か
年
の
平
均
で

年
5
億
円
弱
と
見
込
ん
で

い
ま
す
。市

長　
水
道
事
業

へ
の
負
担
金
に
つ

い
て
は
、
来
年
度
は
、
漏

水
対
策
に
つ
い
て
大
き
な

予
算
を
つ
け
た
い
。
職
員

に
つ
い
て
も
増
員
を
指
示

し
て
い
ま
す
。

農
業
経
営
へ
の
支

援
土
砂
が
堆
積
し
て

い
る
農
業
用
た
め

池
に
つ
い
て
、
国
の
「
緊

急
し
ゅ
ん
せ
つ
事
業
」
と

い
う
地
方
債
を
活
用
し
て
、

し
ゅ
ん
せ
つ
を
行
う
べ
き

で
は
な
い
か
。

経
済
部
長　
市
内

に
は
１
２
８
か
所

の
農
業
用
た
め
池
が
あ
り
、

土
砂
の
し
ゅ
ん
せ
つ
の
要

望
、
相
談
が
あ
る
の
で
、

「
緊
急
し
ゅ
ん
せ
つ
事
業
」

を
活
用
し
て
の
対
応
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

大
和
駅
北
側
開
発

昨
年
10
月
に
開
発

協
議
は
終
わ
っ
た

が
、
業
務
代
行
者
と
の
契

約
が
進
ま
な
い
。
金
融
機

関
が
お
金
を
貸
さ
な
い
か

ら
だ
と
思
う
が
、
交
渉
が

ま
と
ま
ら
な
い
理
由
は
何

か
。

総
合
戦
略
部
長　

契
約
書
の
表
現
や

法
的
な
部
分
に
つ
い
て
の

調
整
に
時
間
を
要
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
太
陽
光
発
電
施
設
の
条
例

に
つ
い
て

・
友
部
地
区
の
森
林
伐
採
に

つ
い
て

・
女
性
職
員
の
登
用
に
つ
い

て
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　次の定例会は

10月18日（火）
10時開会予定です。
議会の傍聴については、感染症対
策を実施しております。詳細は、
ホームページでお知らせします。
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が
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市
議
会
だ
よ
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　早いもので、市議会議員１期
生としての４年間の任期が終わ
ろうとしています。混沌とした
社会情勢の中、我が桜川市が抱
える様々な課題に対して、「議会
では何を議論しているのか」「議
員は何をしているのか」といっ
た疑問に答え、議会広報委員と
して、よりよい議会だよりを市
民の皆様にお届けすべく活動し
てまいりました。

　全てをお伝えすることはでき
ていませんが、議会として今後
も、工夫しながら「伝える」努
力を重ねていく必要があると考
えています。
　現在のメンバーでの編集は今
号で最後となりますが、次の「さ
くらがわ市議会だより」にもご
期待ください。ありがとうござ
いました。
� 飯島　洋省

刈部　悦子さん
桜川市真壁町飯塚

願
い
願
い

　６月
	 8 日	 総務常任委員会
	 	 建設経済常任委員会
	 	 文教厚生常任委員会
	 9日	 議会運営委員会
	 	 議会全員協議会
14〜17日　第２回定例会
	15日	 建設経済常任委員会
	 	 文教厚生常任委員会
	17日	 議会広報特別委員会

	 	 議会全員協議会

　７月
	15 日	 議会広報特別委員会
	25日	 筑西広域市町村圏事務組合議会議会

運営委員会
	26日	 建設経済常任委員会
	 	 文教厚生常任委員会
	27日	 総務常任委員会・議会運営委員会・

議会全員協議会・第1回臨時会
	28日	 筑西広域市町村圏事務組合議会臨時

会

　
通
学
路
で
暑
い
中
、
元
気
に
通
う
児

　
通
学
路
で
暑
い
中
、
元
気
に
通
う
児

童
生
徒
と
挨
拶
を
交
わ
し
ま
す
。
そ
し

童
生
徒
と
挨
拶
を
交
わ
し
ま
す
。
そ
し

て
、
日
本
が
七
十
七
年
前
戦
争
が
終
わ

て
、
日
本
が
七
十
七
年
前
戦
争
が
終
わ

り
、
桜
川
市
内
で
は
、
戦
死
し
た
方
が

り
、
桜
川
市
内
で
は
、
戦
死
し
た
方
が

数
多
く
い
た
こ
と
を
、
認
識
し
て
い
る

数
多
く
い
た
こ
と
を
、
認
識
し
て
い
る

か
な
と
思
い
ま
す
。

か
な
と
思
い
ま
す
。

　
今
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
、
ロ
シ
ア
の
侵

　
今
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
、
ロ
シ
ア
の
侵

略
で
沢
山
の
方
々
が
亡
く
な
っ
て
い
ま

略
で
沢
山
の
方
々
が
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。
攻
め
て
い
る
ロ
シ
ア
で
も
、
亡
く

す
。
攻
め
て
い
る
ロ
シ
ア
で
も
、
亡
く

な
っ
て
い
る
方
が
い
る
と
聞
き
ま
す
。

な
っ
て
い
る
方
が
い
る
と
聞
き
ま
す
。

き
っ
と
、
た
く
さ
ん
の
家
族
や
関
係
す

き
っ
と
、
た
く
さ
ん
の
家
族
や
関
係
す

る
方
々
が
、
嘆
き
悲
し
ん
で
い
る
こ
と

る
方
々
が
、
嘆
き
悲
し
ん
で
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
日
本
は
戦
後
の
復
興
に
、

で
し
ょ
う
。
日
本
は
戦
後
の
復
興
に
、

貧
困
苦
労
は
大
変
で
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ

貧
困
苦
労
は
大
変
で
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
は
、
こ
の
侵
略
の
破
壊
で
復
興
す
る

ナ
は
、
こ
の
侵
略
の
破
壊
で
復
興
す
る

た
め
に
、
何
十
年
と
い
う
月
日
を
費
や

た
め
に
、
何
十
年
と
い
う
月
日
を
費
や

し
、
苦
労
辛
苦
を
、
今
か
ら
味
わ
う
こ

し
、
苦
労
辛
苦
を
、
今
か
ら
味
わ
う
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
戦
死
さ
れ
た
方
々
に
は
、
誰
も
深
い

　
戦
死
さ
れ
た
方
々
に
は
、
誰
も
深
い

慰
霊
の
気
持
ち
を
持
っ
て
い
ま
す
。
平

慰
霊
の
気
持
ち
を
持
っ
て
い
ま
す
。
平

和
を
願
い
、
殺
し
合
う
戦
争
は
い
け
な

和
を
願
い
、
殺
し
合
う
戦
争
は
い
け
な

い
こ
と
と
、
憲
法
で
も
謳
わ
れ
て
い
ま

い
こ
と
と
、
憲
法
で
も
謳
わ
れ
て
い
ま

す
。
す
。

　
実
は
、
市
内
各
地
に
も
、
戦
死
さ
れ

　
実
は
、
市
内
各
地
に
も
、
戦
死
さ
れ

た
方
々
の
慰
霊
碑
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

た
方
々
の
慰
霊
碑
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
戦
後
七
十
有
余
年
も
経
っ
て
い
る

す
。
戦
後
七
十
有
余
年
も
経
っ
て
い
る

の
で
す
か
ら
、
日
本
全
体
で
は
何
百
万

の
で
す
か
ら
、
日
本
全
体
で
は
何
百
万

人
も
、
桜
川
市
で
さ
え
千
人
近
い
人
が

人
も
、
桜
川
市
で
さ
え
千
人
近
い
人
が

犠
牲
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
訪
問
し
て

犠
牲
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
訪
問
し
て

慰
霊
を
す
る
人
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

慰
霊
を
す
る
人
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

と
伺
い
ま
す
。
そ
の
碑
を
守
っ
て
い
る

と
伺
い
ま
す
。
そ
の
碑
を
守
っ
て
い
る

遺
族
の
方
々
が
、
高
齢
に
な
り
、
苦
労

遺
族
の
方
々
が
、
高
齢
に
な
り
、
苦
労

も
多
い
そ
う
で
す
。
た
だ
、
本
年
は
八

も
多
い
そ
う
で
す
。
た
だ
、
本
年
は
八

月
に
市
行
事
と
し
て
慰
霊
祭
を
行
う
そ

月
に
市
行
事
と
し
て
慰
霊
祭
を
行
う
そ

う
で
、あ
り
が
た
い
行
事
と
思
い
ま
す
。

う
で
、あ
り
が
た
い
行
事
と
思
い
ま
す
。

　
今
の
日
本
の
平
和
を
、
心
か
ら
喜
び

　
今
の
日
本
の
平
和
を
、
心
か
ら
喜
び

ま
す
。
強
い
国
の
強
権
で
、
侵
略
が
お

ま
す
。
強
い
国
の
強
権
で
、
侵
略
が
お

き
ま
せ
ん
よ
う
に
と
祈
る
と
同
時
に
、

き
ま
せ
ん
よ
う
に
と
祈
る
と
同
時
に
、

何
人
も
平
和
を
願
い
、
誰
も
が
七
十
有

何
人
も
平
和
を
願
い
、
誰
も
が
七
十
有

余
年
前
に
日
本
で
犠
牲
に
な
っ
た
方
々

余
年
前
に
日
本
で
犠
牲
に
な
っ
た
方
々

に
、
慰
霊
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
祈
願
し

に
、
慰
霊
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
祈
願
し

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。


